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獲 ・ ・ ル マ の殉
　バ イ オ マ ス 中の セ ル ロ

ース の利用などの面で 役立ち

そ うな ト リコ デ ル マ （7協 ゐo伽 解 の 属 は，分類の 難 しい

こ とで も知 られるかび の 仲間で ある。
1969年 ，

Rifaii）

は トリコ デ ル マ を Speeies　aggregates とい う分類概念

を用い て 9 群 に 類型 区分 した．こ の 分類法 は ， 当時の

研究段階で は ト リコ デ ル マ を種 の レ ベ ル で 正 確 に 分類

同定するこ とは 困難と判断し ， そ して最善の 分類法を

工 夫した 上 で の 彼の 結論で ある，今日 の 応用 研究供試

菌と して の ト リコ デ ル マ に は，Rifaiの こ れ らの sp ．

aggr ・名が 用い られ る こ とが 多い．彼は また 同論文中

で ，今後の ト リコ デ ル マ の分類研究 に は，そ の 完全時

代で あ るボ タ ン タ ケ 属 （HmPocrea，子 の う菌類）の 研

究 に 加えて 変異性や 雑種形成の 実体 な どの 研究が必要

だと論じた．

　と こ ろで ，著者 らは1965年以来ボ タ ン タケ 菌群 の分

類を手が け，一応 の 結果を得た．そ こで 最近 に な っ て ，

そ の 結果を手がか りに こ れらの 不完全時代 で あ る ト リ

コ デ ル マ に 重点をおい た分類研究 に とりかか っ た が，

こ の 研究で は 目下 さ まざ ま な 問題 に ぶ つ か っ て い る．

以下 に そ の うちの 主要 3項 目を挙げて みよ う．

　1）　 ボ タ ン タケ時代 の 形質を利用 して トリコ デ ル マ

を分 類 す る方法 は大変 有効 で あ るが ，ボ タ ン タケ 属 中

に は，酷似種や変異 の著しい種を含む小グル ープが い

くつ かあり， そ れ らを トリコ デル マ の 分類 に 利用す る

の は難しい ．（ある グ ル ープで は トリコ デ ル マ に分類

しやすい 形質 が 備わ っ て い る．しか し ，
こ れに よ っ て

逆に ボ タ ン タケ時代 の分類が 可能で あっ た・）

　2） 野外で ボ タ ン タ ケ時代を伴 っ て い な い ト リコ デ

ル マ を採集し， こ れ らを 分離培養す る と，そ れ らは ボ

タ ン タケ既知種 に 由来す る トリコ デ ル マ とよ く似て い

る 例が大半で あ っ た．反 面，微妙な 差異の 認められ る

菌株が 少 な くな か っ た．

　3）　ボ タ ン タケ の 子 の う胞子を培養 して 得 られ る ト

リコ デル マ の 中に は，極めて生長の 遅 い種や ペ ニ シ リ

ウ ム （Penlcillium）属 の コ ロ ニ ー一と よ く似 た， い わ ゆ

る rest 「icted　colony を形成する種なども含まれるが ，

そ の よ うな トリコ デ ル マ は，現在用 い て い る分離培養

法で は完 全時代 以 外 か らは ま ず分離で き な い ．

　以 上の うち， 第 1
， 第3 項目は方法論的に は何とか解

決で きそ うな見通 しで ある．第2 項目は極め て 重要な

問 題 と考え て い るの で，さ らに 説明を加 え て お きた い ，

　野外で完全時代を伴っ て い な い トリコ デ ル マ の 中に

は，完全時代が退化して しま っ た よ うな特異な種 も多

い で あ ろ うとみ られ た が，予測 に 反 して ，今まで に 得

られ た菌株の大半は特定の ボ タン タケ の 種またはそ の

近縁種 に 由来す る と推定され る 菌株で あっ た．しか し

なが ら，特定の ボ タ ン タ ケ の 種 に結び つ けられ る と考

えた菌株の 中に は ， 厳密 に比較す る と微妙に異 な る形

質を もつ 菌株が少な くなか っ た．

　 こ れ らの 菌株 に み られ る 「微妙な 差異」を分類学的

に どう判定 し，取 り扱うか一
こ れが 今後 の ト リコ デ

ル マ の 分類の ポイ ン F に な りそ うな気が して い る．

1）Rifai，　M ．　A ．： 且 伽 癖 o躍 げ 伽 θ8η翻∫ Trichoderma 。

　 MPtcot．　PaP ．
，
　No ，　n6 （！969）。

　　　　　　　　　　（国立科博 ・ 植物 ・ 土居祥兇 ）

　 酵母の CataboHte　Repression

　 に cAMP は関与 しな い

　Saecharomlces　cereon
−Siae（以下酵母 と 呼ぷ）は培地 に グ

ル コ ー
スが 存在す る と ， あ る種 の 酵素 の 合成率が 低下

し， こ の 現象はグル コ
ー

ス 効果 あ る い は catabolite

repression と呼ばれて い る．　 catabolite 　repression の 機

構は大腸菌 に おい て 詳 しく硬究され ，
aden ・ sine 　3’

，
5’−

monophosphate （以下 cAMP と呼ぷ ）が関与する こ

とが確認 されて い る．1） 酵母 に お い て も，大腸 菌 の場

合 と同様 cAMP が catabolite 　rePrcsSlon に 関与す る

可能性が考え られ て きたが ，
cAMP の 役割 は まだ解

明されて い ない・そ の 原因として ，酵母の 場合外か ら

加えた cAM ？ が 菌体内 に とり込まれな い こ と，ま た

cAMP の合成お よ び分解を行う酵素の変異 株が 得 ら

れ て い ない こ と に あ る．

　そ こで ，cAMP を菌体内に とり込 む変異 株を ，ア

デニ ン要求性変異株か ら培地中の cAMP を アデ ニ ン

源として 利用で きる株として 分離 した。こ の 株で は，
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グ ル コ ース 存在下で の ガ ラ ク ト
ー

ス 代謝系酵素合成は

完filC抑え られ，　 cAMP を添加 して も酵素生 産 の 回

復はみられない ．2） こ の こ とは ， 酵母に おい て cAMP

は catabolite 　repression ｝こ関与 しな い こ とを示唆して

い る．

　次に増殖が cAMP 依存性とな る 突然変異株の中よ

り， adenylate 　cyclase を欠く変異株 （ayr　1）が得られ

た．ワ71 変異株は cAMP を含まない 培地中で は Gl

期で 分裂を停止す る．C1r　1 株から復帰変異株を分離

す る と adenylate 　cyclase 活牲を欠きなが ら，　 cAMP

非依存性とな る 抑圧変異株 妙 1 が得られ る． bay　J

突然変異は ，
cAMP 依存性 protein　kinase の cAMP

結合 タ ン パ ク質 が異常に な っ て い る．S） 以上 の 結果 よ

り， 酵母 に お け る cAMP の 働 きは高等真核生物の 場

合 と同様 に ，
cAMP 依存性 proteln　kinase の 活性を

制御する こ とに よ りタン パ ク質の リン 酸化を通 して作

用 して い る と考 え られ る．

　今後 は具体的に リン 酸化されるタ ンパ ク質は何か ，

また こ の よ うな タ ン パ ク質の リン 酸化が ど の よ うな機

構で ，そ の 生物学的応答を調節す る の か を 明 らか にす

る こ とが 重要とな っ て くる．そ の 1つ の 例 として ， 最

近 Liao らは cAMP が酵母 の性分化 に 開与す る こ と

を 報告 した ．そ れ は in　titroに お い て α 因子 （酵母 の

性分化 ホ ル モ ン ）が受容細胞 の 膜結合 adenylate 　cycl −

ase を阻害 し， また α 因子に よ る a 型細胞の Gl 停止

期間が ， 細胞内の cAMP 濃度を上げ る こ とに よ り短

くなるとい うもの で ある．4・ 51 従 っ て ，
α 因子が受容細

胞 の cAMP の レ ベ ル を低下させ る こ とに よ り，

一
連

の 接合の プ ロ グラ ム が ひ きお こ されると考え られる．
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　　　　　　　　　　（鳥取大 。工 業化学 ・松本邦弘）

趣 式化餬 ・ 微生物翹
1960年以降，石油発酵に 関す る硯究が急速 に 発展 し，

現在 n一パ ラ フ ィ ン を原料とする菌体生産 。ア ミ ノ 酸 ・

有機酸 ・ビ タ ミ ン 類 な どの 工 業的規模で の 生産が行わ

れて い る，しか し， 脂環式化合物 につ い て は ， 微生物

に よる分解を受けに くい 理 由か ら， そ の 微生物分解 に

関す る研究例 は少なく，発酵生産へ の 利用 とい う立場

か らは あ ま り注目されて い な い．

　脂環式化合物の 微生物変換につ い て は ， 初期 に Fo −

ster ら1）に よ り，い わゆ る
‘‘
co −oxidation

，
皿 on −growth

exidation
”

の 現象が報告された こ とか ら，脂環式化合

物を単一炭素源として 生育す る菌株 の 検索は困難とさ

れ て い た ，しか し，そ の 後1971年 に シ ク ロ ヘ キ サ ノ
ー

ル を単一炭素源と して 生育す る菌株 （1％螂 伽 g励 〃 蜘

CL 　1）が分離された
2）の を契機に ， 現在まで に シ クロ

ペ ン タノ ール 資化性菌 （Psetedetnona∫　N （】IB　9872），シ

ク ロ ヘ キサ ノ
ール 資化性菌 （Acinetebaeter　NCIB 　9871 ，

Nocardia　madterae，
　Psettclomonas　sp ．）， シ ク ロ ヘ キ サ ン カ

ル ポ ン 酸資化牲菌 （Cervnebcpcterium　E）¢ lohexatticttm，　Arth−

robacter 　sp ．
，
　Acinetebacter　anitratttm ＞な どの 報告が あり，

著者 らも上記 の 基質 の もの 以外に シ クロ ペ ン タ ン カル

ボ ン 酸や シ ク ロ ヘ プ タ ン カ ル ボ ン 酸，ある い は シ ク ロ

ヘ プ タ ノ ン を資化する細菌を分離 して い る．

　 こ れ らの 化合物 は， 現在まで に次の よ うな経路で 代

謝される こ とが 明 らか に さ れ て い る．

　 1）　 シ ク ロ モ ノ ア ル コ ール の 代謝は，シ クロ ケ トン

か らラ ク トン を経て有機酸 に至 る経路が
一
般的で ある．

しか し，シ ク ロ ヘ キ サ ノ ール で は，ラ ク トン を経 由せ

ず，
2−　ltドロ キ シ ヘ キ サ ン ー1一オ ン を経て ア ジ ピ ン 酸

に至 る経路も存在す る．

　 2）　 シ ク ロ モ ノ カ ル ボ ン 酸 の 代謝は， 2一ヒ ドロ キ シ

シ ク ロ モ ノ カ ル ボ ン 酸 ，
2一オ キ ソ

ー
シ クロ モ ノ カ ル ボ

ン酸を経て 有機酸 に至る経路が 一
般 的で ある．しか し ，

シ ク ロ ヘ キサ ン カ ル ボ ン 酸で は，Aro 【natization 　path−

way も知 られて お り，すな わち，　 p一ヒ ドロ キ シ安息香

酸，プ ロ F カ テ キ ュ 酸を経て ， 酢酸と コ ハ ク酸 に分解

され る．

　 以上 ， 脂環式化合物を単
一

炭素源として 生育す る細

菌および現在明らか に されて い る代謝経路 につ い て 紹

介 したが，研究例が少 な い ため に 不明な点が 多 い こ と，

また ， 今後 こ の 分野 の 研究 が 進む につ れ，新 しい 代謝

経路が発見される可能性 に も注 目しな ければな らない ．

　 さらに ， 最近著者 らは，シ ク ロ ヘ キサ ン カ ル ボ ン酸

を資化する酵母 ，
TrichesPoron　 ontaVte”m ，

S） シ クロ ヘ キ

サ ノ ン を資化す る不完全菌，AureDbaSi
’
diam　Pt類縁菌 ，

4）
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